
（別紙３）

〜 R7年12⽉29⽇

（対象者数） 17名 （回答者数） 7名

〜 R7年12⽉29⽇

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利⽤者のやりたいことや興味のある事をもとに活動を⾏
う。
・個別活動でなく、みんなで⾏える⼾外活動も増やしてい
く。

2 ・特性に合わせた環境づくりをさらに⾏う必要がある。

3 ・事業所外での活動など交流する場⾯を増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・職員間で協議、アイデアを共有して、様々な取り組みがで
きるようにする。
・危険な箇所の保護を⾏い、可能な活動を⾏っていく。
・活動内容によって部屋を分け、過ごしやすい環境を作る。

2
・さらに丁寧に⽀援を⾏っていくには連絡帳は児童発達⽀援
の児童のみにする、アプリを取り⼊れるなどの検討を⾏う。

3

・⼟曜⽇や⻑期休暇中の外出などは多く、経験がたくさんで
きる。
・⼾外活動を多く取り⼊れている。

・様々な場所に⾏き、経験が⾏えるようにしている。
・⼾外の活動で体を動かし、ストレス発散がしやすい。

・個別の特性に合わせて対応ができる。
・活動でも個別の対応を⾏い、ストレスや不安を軽減できる
ようにしている。

・2つの事業所があるため、多くの児童や職員との交流が図
れ、お互いの関係性が深まる。

・季節の⾏事を⼀緒に⾏い、ともに協⼒しながら取り組むこ
とができるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・活動内容が同じものになりがちである。
・室内活動では環境によりバリエーションが限られる。

・活動室のスペースが不⼗分である。
・畳で滑る、柱があるなど危険な場⾯がある。
・ボール遊びなど活発に遊ぶ児童が多い。

・利⽤者が多い際に連絡帳の記⼊が不⼗分な場合がある。
・個別に配慮が必要な児童いる。
・⼦供たちの⾒守りを優先している。

R7年12⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ R8年1⽉30⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス こどもデイNICO

○保護者評価実施期間 R7年12⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


